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（会員は会費に含まれています。）

■
全
市
連
近
畿
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

決
算
報
告
書
、
収
支
予
算
書
等
を
承
認

全
市
連
近
畿
支
部
（
支
部
長　

菅
生
康
清 

桜
井
木
材
（
協
）
理
事
長
）
は
、
４
月
21
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
）
に
お
い
て
２

０
２
５
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

定
期
総
会
に
は
、
近
畿
地
区
の
全
市
連
会
員

の
ほ
か
、
日
刊
木
材
新
聞
社
大
阪
支
社 

末
岡

隆
文
取
締
役
、（
株
）
林
経
新
聞
社 

渡
邉
健
取

締
役
編
集
企
画
担
当
、
東
洋
木
材
新
聞
社 

島

崎
公
一
社
主
等
20
名
が
出
席
し
、
当
連
盟
か
ら

は
柱
本
修
専
務
が
出
席
し
た
。

菅
生
会
長
は
開
会
挨
拶
に
お
い
て
、
全
市
連

の
今
年
の
第
70
回
定
期
総
会
を
大
阪
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
、

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
万
博
の

開
催
と
併
せ
て
記
念
に
な
る
大
会
に
す
べ
く
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
２
０
２
４
年
度
近
畿

支
部
決
算
報
告
書
及
２
０
２
５
年
度
収
支
予
算

等
が
起
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
市
連

大
70
回
定
期
総
会
大
阪
大
会
へ
の
近
畿
支
部
か

ら
の
支
援
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

情
報
交
換
で
は
、全
市
連
の
柱
本
専
務
か
ら
、

全
市
連
の
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
、
新
設
住
宅
着

工
戸
数
、
木
材
価
格
調
査
、
木
材
輸
入
の
状
況
、

改
正
物
流
効
率
化
法
の
施
行
、
改
正
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
の
施
行
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
し

た
。そ

の
後
、
出
席
者
に
よ
る
各
地
の
市
況
や
市

場
の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
の
有
意
義
な
情

報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
が

第
98
回
定
期
総
会
を
開
催

役
員
改
選
、
事
業
報
告
・
収
支
決
算
等
を
承

認
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
（
会
長　

二
宮
政

文　

大
木
坑
木
（
有
）
宇
和
島
出
張
所
取
締
役

所
長
）
は
、
４
月
25
日
、
道
後
山
の
手
ホ
テ
ル

（
愛
媛
県
松
山
市
）
に
お
い
て
第
98
回
定
期
総

会
を
開
い
た
。

出
席
者
は
約
30
名
、
連
盟
所
属
の
役
職
員
の

ほ
か
、
来
賓
と
し
て
四
国
森
林
管
理
局
近
藤
昭

夫
森
林
整
備
部
長
、渡
辺
督
巳
資
源
活
用
課
長
、

森
昭
人
企
画
官
、
愛
媛
森
林
管
理
署
山
口
正
浩

署
長
、
愛
媛
県
農
林
水
産
部
中
屋
佳
吾
林
業
政

策
課
長
、
村
上
克
和
主
幹
、
西
田
剛
士
係
長
、

日
刊
木
材
新
聞
社
大
阪
支
社
末
岡
隆
文
取
締
役

等
が
出
席
し
、
当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務
理

事
が
出
席
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
同
収

支
決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
同

収
支
予
算
（
案
）、
令
和
６
年
度
国
産
材
地
方

展
示
即
売
会
の
実
施
状
況
と
令
和
７
年
度
の
要

望
数
量
、
全
市
連
第
70
回
定
期
総
会
・
大
阪
大

会
の
参
加
並
び
に
全
市
連
功
労
者
会
長
賞
候
補

者
の
推
薦
が
承
認
さ
れ
た
。

情
勢
報
告
に
つ
い
て
は
、
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
、
令
和
７
年
度
の
重
点
取
組
事
項
、
令
和

７
年
度
の
生
産
販
売
事
業
の
概
要
（
製
品
販
売

量
、
立
木
販
売
量
、
シ
ス
テ
ム
販
売
量
、
委
託

販
売
量
等
）、
樹
木
採
取
権
制
度
の
運
用
、
林

業
技
能
検
定
制
度
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

愛
媛
県
林
業
政
策
課
か
ら
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、
間
伐
当
施
業

地
で
発
生
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

と
し
て
重
量
取
引
さ
れ
る
林
地
残
材
の
搬
出
利

用
経
費
を
補
助
す
る
「
林
地
残
材
発
電
促
進
事

業
」、
大
径
材
の
生
産
促
進
を
目
的
と
し
て
、

路
網
の
改
良
・
林
業
機
械
の
改
良
等
の
生
産
基

盤
支
援
、
山
土
場
・
中
間
土
場
の
拡
張
・
整
備

等
の
集
積
・
保
管
場
所
確
保
支
援
、
中
間
土
場

施
設
整
備
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
等
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
支
援
を
行
う
「
県
産
大
径
材
生

産
促
進
事
業
」等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

全
市
連
柱
本
専
務
か
ら
は
、
全
市
連
の
令
和

７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
、
新
設
住
宅
着
工
の
状
況
、

木
材
価
格
調
査
、
木
材
輸
入
の
状
況
、
改
正
部

物
流
効
率
化
法
の
施
行
、
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
の
施
行
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た
。

日
刊
木
材
の
末
岡
氏
か
ら
は
、
米
材
や
欧
州
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材
の
産
地
の
状
況
と
我
が
国
へ
の
輸
出
の
動

向
、
我
が
国
の
製
材
生
産
と
価
格
の
動
向
、
住

宅
価
格
を
含
め
諸
物
価
上
昇
や
輸
送
費
の
上
昇

の
影
響
、外
材
か
ら
国
産
材
へ
の
転
換
の
動
き
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関
税
政
策
の
カ
ナ
ダ
や
中
国

か
ら
の
木
材
輸
入
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
が
あ
っ
た
。

各
県
の
参
加
者
か
ら
は
、
各
県
に
お
け
る
木

材
市
況
等
の
最
近
の
情
勢
が
発
表
さ
れ
、
有
意

義
な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
全
市
連
中
国
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

役
員
改
選
、
事
業
報
告
・
収
支
決
算
書
等
を

承
認全

市
連
中
国
支
部
（
支
部
長　

岡
本
剛　

（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
社
長
）
は
、
４
月

18
日
、
あ
け
ぼ
の
旅
館
（
岡
山
県
津
山
市
）
に

お
い
て
、
令
和
６
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
に
は
中
国
地
区
の
会
員
等
12
名
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
、
新
聞
社
が
参
加
し
た
。

岡
本
支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
が
進

め
ら
れ
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
書
、
監
事
交
代
、
令
和
７
年
度
年
会
費
変
更
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
案
・
予
算
書
案
、
全

市
連
功
労
者
会
長
賞
の
推
薦
（
６
名
）、
次
年

度
開
催
地
（
岡
山
）
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
他
、
全
市
連
総
会
（
大
阪
）
へ
の
参
加

促
進
、
全
市
連
福
祉
共
済
制
度
加
入
の
案
内
、

全
市
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
員
掲
示
板
」
の
活

用
案
内
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
各
地
の
市
況
等
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
米
国
の
関
税
政
策
の
概
要

米
国
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
４

月
２
日
、「
相
互
関
税
に
よ
る
輸
入
制
限
に
よ

り
、
米
国
の
巨
額
か
つ
恒
常
的
な
財
貿
易
赤
字

に
寄
与
す
る
貿
易
慣
行
を
是
正
す
る
」
と
題
す

る
大
統
領
令
を
発
表
し
た
。
こ
の
措
置
は
国
際

緊
急
経
済
権
限
法
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
く

と
し
て
い
る
。
措
置
の
概
要
は
、
４
月
５
日
か

ら
全
て
の
国
に
10
％
関
税
（
最
低
税
率
）
を
課

す
、
４
月
９
日
か
ら
57
の
国
・
地
域
に
対
し
て

個
別
の
高
い
関
税（
上
乗
せ
税
率
）を
課
す（
日

本
は
14
％
、Ｅ
Ｕ
は
20
％
な
ど
）
と
い
う
も
の
。

日
本
の
税
率
は
合
計
24
％
と
な
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
４
月
９
日
に
こ
の
措
置
を

米
国
が
カ
ナ
ダ
産
の
製
材
品
に
対
す
る
ダ
ン
ピ

ン
グ
防
止
税
及
び
相
殺
関
税
を
引
き
上
げ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
る
針
葉

樹
製
材
の
関
税
は
、
両
税
の
合
計
で
14
・
40
％

（
一
部
輸
出
業
者
は
税
率
が
異
な
る
）
と
な
っ

て
い
る
。

今
年
の
４
月
９
日
に
米
国
商
務
省
は
、
カ
ナ

ダ
産
針
葉
樹
材
に
対
す
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
税

の
見
直
し
に
お
い
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
税
を

２
倍
以
上
に
引
き
上
げ
る
暫
定
結
果
を
公
表
し

た
。
最
終
決
定
の
発
表
は
８
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。

米
国
は
中
国
か
ら
の
木
材
製
品
の
輸
入
に
対

し
て
は
、
２
０
１
９
年
に
25
％
の
追
加
関
税
を

賦
課
し
て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
の
２
月
、
３
月

に
そ
れ
ぞ
れ
10
％
ず
つ
合
計
20
％
の
関
税
を
追

加
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
４
月
に
入
り
１
２

５
％
の
関
税
を
追
加
し
た
。
米
国
に
輸
出
さ
れ

る
木
製
建
具
、
木
製
漆
器
等
に
は
合
計
１
７

０
％
の
関
税
が
追
加
さ
れ
る
が
、
丸
太
、
製
材

（
ス
ギ
フ
ェ
ン
ス
材
を
含
む
）、
合
板
、
チ
ッ
プ

等
に
は
４
月
に
追
加
し
た
１
２
５
％
の
対
象
と

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
２
０
１
９
年
か
ら
本
年
３

月
ま
で
に
追
加
さ
れ
た
合
計
45
％
の
関
税
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
中
国
は
、
３
月
に
米
国
か
ら
の

丸
太
輸
入
を
検
疫
を
理
由
に
停
止
し
、
４
月
12

日
に
米
国
か
ら
の
全
て
の
輸
入
品
に
１
２
５
％

の
追
加
関
税
を
発
動
し
た
。

近
年
、
我
が
国
か
ら
中
国
に
大
量
の
ス
ギ
丸

太
が
輸
出
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
加
工
さ
れ
て
米

国
へ
フ
ェ
ン
ス
材
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
米
中
の
関
税
交
渉
の
結
果
に
よ
っ
て
は

我
が
国
か
ら
米
国
へ
の
フ
ェ
ン
ス
材
の
製
材
品

の
直
接
輸
出
を
拡
大
す
る
機
会
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

一
旦
発
動
し
た
後
、
同
日
に
90
日
間
の
停
止
を

発
表
し
た
。
従
っ
て
、
日
本
を
含
め
各
国
に
は

４
月
５
日
か
ら
現
行
税
率
に
10
％
追
加
の
関
税

率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
変
更
が
な

け
れ
ば
７
月
９
日
か
ら
現
行
税
率
＋
24
％
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
こ
の
措
置
に
は
、
木
材
、
医
薬
品
、
半

導
体
、
鉱
物
性
資
源
な
ど
は
除
外
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
木
材
製
品
に
つ
い
て
は
、
丸
太
、

製
材
、
合
板
チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
等
は
除
外
さ

れ
る
が
、
木
製
建
具
、
木
製
食
器
等
は
除
外
さ

れ
な
い
（
現
行
税
率
プ
ラ
ス
24
％
の
税
率
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）。
こ
れ
ら
の
除
外
品

目
は
世
界
共
通
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
措
置
と
は
別
に
自
動
車
に

は
25
％
の
関
税
を
課
す
措
置
を
発
動
し
た
。

我
が
国
の
米
国
か
ら
の
木
材
製
品
の
輸
入
額

は
１
、４
３
５
億
円
（
２
０
２
４
年
）
で
丸
太
、

木
材
チ
ッ
プ
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
大
半
を
占
め

る
。
米
国
へ
の
輸
出
額
は
56
億
円
（
２
０
２
４

年
）
で
、
こ
の
う
ち
ス
ギ
製
材
品
が
約
半
分
を

占
め
て
い
る
。
製
材
品
の
米
国
へ
の
輸
出
に
は

こ
れ
ま
で
関
税
は
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
。

米
国
の
木
材
製
品
の
輸
入
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら

の
製
材
品
や
木
質
ボ
ー
ド
等
が
米
国
の
全
世
界

か
ら
の
輸
入
総
額
（
約
３
兆
５
千
億
円
、
２
０

２
４
年
）
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う

ち
約
５
割
が
製
材
品
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
か
ら
の

輸
入
品
に
つ
い
て
米
国
は
相
互
関
税
の
対
象
外

と
し
て
い
る
が
、
３
月
に
現
行
関
税
率
に
25
％

の
追
加
関
税
を
発
動
し
た
。
一
方
で
米
国
・
メ

キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
（
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｃ
Ａ
）
に

適
合
し
た
輸
入
品
に
は
こ
の
引
き
上
げ
を
免
除

す
る
と
し
て
い
る
。

米
国
と
カ
ナ
ダ
は
長
年
に
わ
た
る
針
葉
樹
製

材
紛
争
を
か
か
え
て
お
り
、
２
０
２
４
年
に
は

中国支部定期総会
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協
定
が
締
結
さ
れ
、
計
６
３
２
件
の
建
築
物
の

木
造
化
・
木
質
化
（
計
約
３
１
、４
５
３
㎥
の

木
材
を
使
用
）
が
進
め
ら
れ
た
。
地
方
公
共
団

体
で
は
１
４
６
件
の
協
定
が
締
結
さ
れ
、計
２
、

１
８
５
件
の
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
（
計

約
９
３
、３
９
９
㎥
の
木
材
を
使
用
）
が
進
め

ら
れ
た
。

○
国
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
目
標
の
達
成
状
況

令
和
６
年
度
に
国
が
整
備
し
た
公
共
建
築
物

の
う
ち
、
積
極
的
に
木
造
化
を
促
進
す
る
と
さ

れ
た
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
、
木
造
化
さ
れ
た

公
共
建
築
物
は
75
棟
と
な
り
、
林
野
庁
・
国
土

交
通
省
の
合
同
検
証
チ
ー
ム
に
よ
る
検
証
結
果

を
踏
ま
え
た
木
造
化
率
は
１
０
０
％
で
あ
っ

た
。
ま
た
内
装
等
の
木
質
化
を
行
っ
た
公
共
建

築
物
も
１
５
３
棟
（
木
造
化
さ
れ
た
公
共
建
築

物
の
棟
数
は
除
く
）
と
な
っ
た
。
木
造
化
・
木

質
化
で
使
用
さ
れ
た
木
材
は
４
、６
６
８
㎥
、

う
ち
国
産
材
は
３
、２
９
２
㎥
で
あ
っ
た
。

○
公
共
建
築
物
の
木
造
率
の
試
算

林
野
庁
で
は
、
平
成
22
年
に
「
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
公
共
建
築
物
の
木

造
化
の
進
捗
状
況
を
捉
え
る
た
め
、
年
度
毎
の

公
共
建
築
物
の
木
造
率
（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
を

国
土
交
通
省
の
建
築
着
工
統
計
調
査
を
用
い
て

試
算
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
令
和
５
年
度
に
着
工
さ
れ

た
公
共
建
築
物
の
木
造
率
は
、
公
共
建
築
物
全

体
で
は
、14
・
８
％（
令
和
４
年
度
13
・
５
％
）、

建
築
主
別
の
木
造
率
を
見
る
と
、
国
が
１
・

４
月
後
半
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
中

国
製
品
に
対
す
る
高
関
税
を
引
き
下
げ
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
お
り
、
今
後
の
両
国
の
議
論
の

動
向
は
世
界
の
貿
易
・
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

■
政
府
が
建
築
物
に
お
け
る
木

材
利
用
の
状
況
を
公
表

農
林
水
産
省
は
こ
の
ほ
ど
木
材
利
用
促
進
本

部（
本
部
長
：
農
林
水
産
大
臣
）に
お
い
て「
令

和
６
年
度
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
向
け
た
措
置
の
実
施
状
況
の
取
り
ま
と

め
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
報
告
は
令
和
３
年
10

月
に
施
行
さ
れ
た
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資

す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
木
材

利
用
促
進
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
い
て
公
表

さ
れ
る
も
の
。
概
要
は
次
の
通
り
。

○
建
築
物
一
般
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
向
け
た
取
組

令
和
６
年
の
木
造
建
築
物
の
床
面
積
ベ
ー
ス

の
着
工
状
況
は
、
３
階
建
て
以
下
の
低
層
住
宅

の
木
造
率
は
83
・
９
％
、
低
層
非
住
宅
建
築
物

の
木
造
率
は
15
・
５
％
、
中
高
層
建
築
物
の
木

造
率
は
住
宅
・
非
住
宅
と
も
に
０
・
１
％
以
下

で
あ
っ
た
。

中
高
層
木
造
建
築
物
の
床
面
積
は
約
３
１
、

０
０
０
㎥
で
前
年
よ
り
減
少
し
た
が
、
過
去
10

年
間
を
み
る
と
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

一
方
、
非
住
宅
建
築
物
全
体
で
み
た
木
造
率
は

昨
年
は
９
・
２
％
と
な
り
、
前
年
よ
り
わ
ず
か

に
増
加
し
た
が
、近
年
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
12
月
末
時
点
で
国
で
は
25
件
の

２
％
（
同
２
・
７
％
）
と
減
少
し
、
都
道
府
県

が
５
・
８
％
（
同
４
・
５
％
）
に
増
加
、
市
町

村
が
７
・
１
％
（
同
７
・
１
％
）、
民
間
と
個

人
23
・
３
％
（
同
18
・
７
％
）
と
な
っ
た
。

（
注
：
民
間
と
は
、
民
間
事
業
者
が
建
築
す
る

教
育
施
設
、
医
療
、
福
祉
施
設
等
の
建
築
物
を

い
う
。）

低
層
（
３
階
建
て
以
下
）
の
公
共
建
築
物
で

は
、
令
和
５
年
度
の
木
造
率
が
30
・
６
％
（
令

和
４
年
度
29
・
２
％
）
と
増
加
し
た
。
建
築
主

別
の
木
造
率
を
み
る
と
、
国
が
２
・
５
％
（
同

８
・
２
％
）と
減
少
し
、都
道
府
県
が
10
・
６
％

（
同
10
・
９
％
）
と
前
年
度
と
同
水
準
を
維
持
、

市
町
村
が
14
・
５
％
（
同
15
・
２
％
）、
民
間

と
個
人
が
41
・
９
％
（
同
36
・
６
％
）
と
増
加

し
た
。

都
道
府
県
別
の
木
造
率
を
み
る
と
、
公
共
建

築
物
全
体
で
は
山
形
県
（
33
・
１
％
）、
群
馬

県
（
33
・
１
％
）、
富
山
県
（
31
・
９
％
）、
鳥

取
県
（
30
・
６
％
）、
奈
良
県
（
30
・
４
％
）

が
30
％
を
超
え
て
お
り
、
低
層
の
公
共
建
築
物

で
は
、
福
井
県
（
58
％
）、
山
形
県
57
・
１
％
）、

宮
城
県
（
55
・
１
％
）、富
山
県
（
55
・
１
％
）、

岐
阜
県
（
54
・
９
％
）
が
50
％
を
超
え
て
い
た
。

■
丸
宇
木
材
市
売
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
の
勉
強
会
を
開
催

３
月
26
日
、
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）（
青
木

豊
実
社
長　

東
京
都
江
東
区
）
の
本
社
会
議
室

に
て
、
顔
の
見
え
る
「
ふ
る
さ
と
絆
」
木
の
家

の
会
（
代
表
鈴
木
賢
二　

旭
木
材
工
業
（
株
）

代
表
取
締
役
）
が
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
高
木

望
課
長
補
佐
を
講
師
に
招
き
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
高
木
課
長
補
佐

は
、
講
演
の
中
で
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用

着工した中高層木造建築物の床面積の推移

着工した非住宅建築物の構造別の床面積と木造率の推移
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世
界
初
の
万
博
は
１
８
５
１
年
に

産
業
革
命
発
祥
の
地
で
あ
る
ロ
ン
ド

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
当
時
は
欧
米
諸

国
が
自
国
の
文
化
や
技
術
力
を
披
露

す
る
場
と
し
て
各
地
で
万
博
が
頻
繁

に
開
催
さ
れ
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
を
は
じ
め
エ
レ
ベ
ー
タ
や
電
話
機

な
ど
最
先
端
の
技
術
が
展
示
さ
れ
た
。
○
日
本

が
初
め
て
万
博
に
出
展
し
た
の
は
１
８
６
７
年

の
パ
リ
万
博
。
幕
末
の
時
代
、
江
戸
幕
府
と
薩

摩
藩
と
佐
賀
藩
が
別
々
に
参
加
し
て
い
る
。
日

本
の
展
示
品
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
契
機
と
な
っ

た
。
１
９
０
０
年
の
パ
リ
万
博
で
の
日
本
館
は

法
隆
寺
金
堂
を
模
し
た
美
し
い
木
造
建
築
で
、

展
示
さ
れ
た
絵
画
や
彫
刻
と
あ
わ
せ
て
日
本
の

文
化
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
○
１
９
７
０
年
の

大
阪
万
博
は
高
度
経
済
成
長
期
で
熱
気
と
高
揚

感
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
月
の

石
な
ど
宇
宙
開
発
の
展
示
は
未
来
を
感
じ
さ
せ

た
。
動
く
歩
道
を
初
め
て
体
験
し
た
。
携
帯
電

話
、
電
波
時
計
等
は
万
博
で
紹
介
さ
れ
た
後
に

実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
当
時
話
題
を
呼
ん
だ
人

間
洗
濯
機
は
今
回
の
万
博
で
リ
ベ
ン
ジ
を
目
指

す
よ
う
だ
。
○
そ
の
後
は
大
規
模
な
万
博
は
頻

繁
に
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
旅
行
や
通
信
手

段
が
発
達
し
費
用
を
か
け
て
開
催
す
る
意
義
が

薄
れ
た
の
だ
ろ
う
。
○
今
回
の
大
阪
・
関
西
万

博
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
」。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
の
大
屋
根
リ
ン
グ
が

木
造
で
あ
る
こ
と
が
時
代
の
変
化
を
感
じ
さ
せ

る
。
鉄
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
発
展
の
象
徴
だ
っ

た
時
代
か
ら
大
き
な
転
換
と
い
え
る
。
木
材
が

持
続
可
能
な
社
会
を
表
す
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
今
は
便
利
で
情
報
に
溢
れ
リ
ア
ル
な
体
験

の
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
場
に
行
か

な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

雑 記 帳

の
状
況
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
品
質
の
測
定
方
法
、

目
視
等
級
区
分
と
機
械
等
級
区
分
の
構
造
用
製

材
の
品
質
基
準
、
無
等
級
材
の
要
求
性
能
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
勉
強
会
に
は
、「
ふ
る
さ

と
絆
の
会
」
の
木
材
の
加
工
・
流
通
・
建
築
等

に
携
わ
る
約
25
名
が
参
加
し
、
講
演
後
に
は
建

築
基
準
法
の
改
正
の
影
響
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
と
無

等
級
材
の
利
用
等
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
を

行
っ
た
。

■
令
和
６
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
結
果

当
連
盟
は
、
こ
の
ほ
ど
令
和
６
年
度
の
木
材

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、

今
年
２
月
に
東
京
会
場
と
大
阪
会
場
で
開
催
し

た
令
和
６
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習

会
の
受
講
者
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
合
格
者

83
名
の
認
定
を
決
定
し
た
。
認
定
審
査
委
員
会

に
は
杉
山
淳
司
京
都
大
学
教
授
を
は
じ
め
と
す

る
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
の
講
師
が

出
席
し
、
受
講
者
の
試
験
結
果
等
を
も
と
に
審

査
を
行
っ
た
。
合
格
者
氏
名
は
全
市
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。
合
格
者
は
、
以
下

の
と
お
り
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）。

相
沢 

将
人
（
千
葉
県
）、
相
田 

吉
幸
（
山

形
県
）、
青
木 

ひ
と
み
（
埼
玉
県
）、
浅
間 

静

乃
（
東
京
都
）、
網
中 

利
明
（
東
京
都
）、
新

井 

宏
和
（
長
崎
県
）、
家
城 

昌
弘
（
茨
城
県
）

石
崎 

晶
弘（
千
葉
県
）、稲
野 

彩
華（
奈
良
県
）、

井
村 

泰
三（
兵
庫
県
）、岩
腰 

貴
之（
岐
阜
県
）、

江
島 

竜
樹
（
東
京
都
）、
遠
藤 

爽
（
千
葉
県
）、

大
熊 

涼
平
（
東
京
都
）、
大
越 

健
太
郎
（
岡

山
県
）、大
下 

嘉
剛（
大
阪
府
）、大
前 

真
次（
岐

阜
県
）、大
藪 

寛
之
（
大
阪
府
）、小
原 

歩
（
奈

良
県
）、海
住 
知
彦（
三
重
県
）、垣
本 

元
気（
大

阪
府
）、片
岡 
伸
介（
愛
媛
県
）、兼
先 

祐
史（
岡

山
県
）、上
村 

直
人（
東
京
都
）、川
瀬 

耕
平（
高

知
県
）、
北
村 

健
一
郎
（
鹿
児
島
県
）、
貴
舩 

達
也
（
長
野
県
）、
桐
ケ
谷 
明
彦
（
長
野
県
）、

倉
重 

万
梨
乃
（
東
京
都
）、
小
坂 
俊
介
（
石

川
県
）、小
八
重 

徹
（
東
京
都
）、齋
藤 
潔
（
長

野
県
）、齋
藤 

浩
貴
（
山
形
県
）、酒
井 
玲
（
埼

玉
県
）、坂
根 

圭
一（
東
京
都
）、酒
巻 

竜
也（
東

京
都
）、佐
久
間 

健
太（
東
京
都
）、佐
竹 

啓（
宮

城
県
）、佐
藤 

紫
音
（
福
島
県
）、芝
原 

久
（
山

梨
県
）、志
村 

智
（
長
野
県
）、鈴
木 

勝
貴
（
愛

知
県
）、鈴
木 

裕
範（
福
島
県
）、瀬
﨑 

景
己（
岡

山
県
）、髙
村 

和
久（
東
京
都
）、多
田 

大
佑（
香

川
県
）、立
松 

昌
朗（
愛
知
県
）、田
中 

章
雄（
岡

山
県
）、田
中 

健
司（
東
京
都
）、田
仲 

大
哉（
兵

庫
県
）、千
羽 

良
平（
愛
媛
県
）、田
蔵 

俊
昭（
石

川
県
）、東
條 

俊
秀（
大
阪
府
）、長
岡 

桃
子（
東

京
都
）、
中
本 

智
大
（
大
阪
府
）、
西
谷 

み
ゆ

き
（
千
葉
県
）、
禰
宜
元 

文
子
（
広
島
県
）、

根
本 

舜
也（
東
京
都
）、東
森 

亮
典（
埼
玉
県
）、

平
野 

大
輔（
愛
媛
県
）、平
生 

洋
仁（
大
阪
府
）、

廣
瀬 

裕
也（
茨
城
県
）、細
田 

一
伸（
東
京
都
）、

補
陀 

知
子
（
東
京
都
）、
堀
川 

桂
二
郎
（
大

阪
府
）、
本
宮 

由
美
子
（
東
京
都
）、
本
間 

光

治
（
東
京
都
）、
前
田 

翔
太
（
大
阪
府
）、
三

浦 

剛
（
愛
知
県
）、
三
木 

康
弘
（
香
川
県
）、

水
野 

久
美（
千
葉
県
）、水
野 

正
章（
岡
山
県
）、

三
瀬 

耕
一
（
大
阪
府
）、
南 

善
貴
（
兵
庫
県
）、

本
西 

正
和（
東
京
都
）、安
江 

大
樹（
岐
阜
県
）、

安
田 

年
一（
岡
山
県
）、安
田 

怜
将（
東
京
都
）、

山
口 

貴
也（
東
京
都
）、山
下 

勇
人（
高
知
県
）、

山
本 

哲
（
岡
山
県
）、
山
本 

哲
司
（
大
阪
府
）、

割
田 

翔
太
（
東
京
都
）

木材アドバイザー養成講習会の様子

林野庁髙木課長補佐の講演


